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リフォーム事例から見るエコへのアプローチ
―リフォーム時に出来る省エネの可能性について―
Eco-Friendly Approaches to Home-Remodeling
—About the Possibility of Energy Saving by Home Remodeling—
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Abstract　　Reducing energy-use in existing houses is sought nowadays since the number of houses has 
exceeded the number of households in Japan. In order to help achieve eco-friendly lifestyle by home-
remodeling, this study has conducted a survey about energy efﬁciency amongst a group of residents, 
verifying the relationship between home-remodeling and energy-saving in two different cases. The ﬁrst 
involved a traditional family with a two-story house, the second a household of two people with a single-
story house.




■調査実施期間　2008年 7月中旬～ 8月下旬 









































100万円以上 300万円未満 182 36.8%
300万円以上 500満円未満 42 8.5%







































　　換気 17％，採光 16％，通風 15％
今後リフォームの機会に意識・採用したい手
法の関心率
　　断熱 39％，通風 36％，太陽光発電 35％
100万円未満 2 3 0 1 1 14 12 1 5 5 14 6 11 75
100万円以上 300万円未満 10 3 3 7 2 12 15 1 6 9 16 3 17 104
300万円以上 500満円未満 7 6 1 3 1 7 12 1 2 3 10 3 7 63
500万円以上 1,000満円未満 6 7 0 3 0 9 11 0 0 4 15 4 10 69
1,000万円以上 9 3 0 6 2 15 16 0 2 8 14 5 15 95
不明 5 5 1 3 0 15 12 0 3 8 14 5 11 82
合計 39 27 5 23 6 72 78 3 18 37 83 26 71 488
表 3　リフォームによるエネルギー消費量の変化を試算
計算ケース




























性能 省エネ型　COP6.0（暖房）/ 5.8（冷房） 
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延べ床面積 120 m2，断熱なし，2階部分は使用して
いないとし，リフォーム後は，2階部分撤去，平屋












































































































































































す。CASE1 の高齢夫婦 2 人世帯では給湯は約





































図 3　 年間エネルギー消費量及び一人当たりの 
エネルギー消費量
図 4　 各用途における一人当たりの年間エネルギー 
消費量
表 6　二酸化炭素排出量原単位
用途 エネルギー源 原単位 単位

























年間の排出量は CASE1で約 4,000 kg-CO2，CASE2
で 約 8,800 kg-CO2，CASE3 で は 約 7,800 kg-CO2
となり，一人当たりの CO2排出量は CASE1が約
2,000 kg-CO2，CASE2 は 約 1,500 kg-CO2，CASE3
では約 1,300 kg-CO2で，CASE1を基準とすると，
































図 5　年間 CO2排出量と一人当たりの CO2排出量
表 8　世帯人数別給湯用エネルギー消費量
世帯人数 年間［MJ/年］ 日平均［MJ/day］







表 7　標準 4人世帯における 1日当たりの使用湯量
台所 浴槽 シャワー 洗面 合計
平日（小） 100 150 80 50 380
平日（大） 120 150 140 60 470
休日外出（大） 10 150 200 20 380
休日在宅（小） 160 150 140 100 550
休日在宅（大） 200 150 200 100 650
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ギー消費量も少なくなり，省エネ効果が期待できる
と言える。空間や時間を無理なく共有したり，独立
性を保ちつつも，共に暮らすことで得られるメリッ
トを有効的に活用したり，楽しんだりすることがで
きるような住宅の提供が，同居という暮らし方をよ
り良いものにしていくと思われる。
3．暮らし方による環境負荷の違い
今回 2つのリフォーム事例において検証したエネ
ルギー試算で，下記 2点が明確になった。
・ 同居世帯では，省エネルギー効果が期待でき，共
有する空間や時間が多いほど，省エネ効果が期待
できる。
・ 同人数では，建物のコンパクト化することで省エ
ネルギー効果が期待できる。
住宅におけるエコへのアプローチとして
①　どんな大きさの家に
②　何人で
③　どんな暮らし方をするか
が大きな意味を持つことがわかった。
省エネだけの観点からいえば，同居であればす
べてが一緒の完全同居が望ましい。だが日本におけ
る同居率は年々減少しているが，同じ完全同居でも
ゾーン分けを明確にした完全同居型リフォーム事例
も出てきた。長寿命住宅の視点だけでなく，＜集まっ
て暮らすことの省エネルギー＞の価値を認識しなが
ら多世代が暮らす新しいスタイルに着目したい。
また独立型世帯や近居・隣居世帯も増えつつある
中では，それぞれ快適なコンパクト化も今後の大切
な課題といえる。
いずれにしてもリフォーム時には「エコロジーな
暮らし」を作り上げるチャンスである。それは「省
エネ住宅」にするだけではなく，愛着を持ちながら
「永く住み継がれる我が家」にすることである。誰
にでもやってくるリフォーム時期を，地球環境とと
もに，我が家のエコロジーな暮らしの実現時とし
て，捉えてもらいたいと思う。
参考文献・参考資料
 1） 宇梶，他：自立循環型住宅の開発にともなう実
証実験に関する研究（第六報），空気調和・衛
生工学会大会学術講講演論文（2004）
 2） 堀，他：自立循環型システムに関する実証的研
究（第十三報），日本建築学会大会学術講演梗
概集（2006）
 3） 前，他：自立循環型システムに関する実証的研
究（第九報），日本建築学会大会学術講演梗概
集（2004）
 4） 水谷，他：全国規模アンケートによる住宅内エ
ネルギー消費の実態調査（その 3），日本建築
学会大会学術講演梗概集（2004）
 5） 財団法人建築環境・省エネルギー機構発行，国
土交通省国土技術政策総合研究所，独立行政法
人建築研究所（監修）：自立循環型住宅への設
計ガイドライン エネルギー消費 50％削減を目
指す住宅設計（2006）
